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要 旨  

 

本 研 究 は ， 作 業 療 法 領 域 か ら 発 信 す る ク ラ イ ア ン ト 中 心 の

住 環 境 整 備 の た め の 記 録 用 紙 の 作 成 を 目 的 と し た ． 第 一 段 階

とし て，家 族が 記入 する「 家族 用」，訪 問調 査 時 に作 業療 法 士

らが 記入 す る「 セ ラピ スト 用 」そ れ ぞれ の記 入 項目 を検 討し ，

記 録 用 紙 の 試 作 版 を 作 成 し た ． 第 二 段 階 と し て ， 試 作 版 の 用

語 の 妥 当 性 を 確 認 し ， 修 正 し た 上 で 試 用 版 を 作 成 し た ． 第 三

段階 とし て ，試 用版 を 2 病 院で 試用 後， 作 業療 法士 らの 意 見

を 基 に ， 記 録 用 紙 の 構 成 の 変 更 と ， よ り 臨 床 現 場 に 即 す よ う

電 子 化 を 試 み ， 完 成 版 を 作 成 し た ． 本 研 究 で 開 発 し た 記 録 用

紙は，試 用を 通 し て臨 床現 場 での 活用 の可 能 性が 示唆 され た． 

 

キー ワー ド  

家屋 評価 ， 住環 境整 備， 訪 問指 導， 連携 ，（ 記 録 用紙 ）  

  



4 

 

は じ め に  

 

1． 研 究 背 景  

現 在 ， 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 実 現 に 向 け て ， 可 能 な 限 り

住 み 慣 れ た 地 域 で ， 自 分 ら し い 暮 ら し を 人 生 の 最 期 ま で 継 続

でき るよ う な支 援が 求め ら れて いる 1 )． 生 活の 基盤 とし て の

住ま いの 整 備は 地域 包括 ケ アシ ステ ムの 前 提に ある 2 )． 住 環

境 整 備 は 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム が 掲 げ る 住 ま い 方 を 実 現 す る

ため の 1 つ の方 法で ある と 考え られ る． 介 護保 険事 業状 況 報

告に よれ ば ，住 宅改 修は 年間 4 6 万件（ 平成 2 4 年 度）実 施さ

れ年 々増 加 して いる 3 )． 身 体が 虚弱 化し て も自 宅に 留ま り た

いと する 高 齢者 は 4 6 . 2 %に 上り 4 )，高 齢者 人 口が 増加 する 中，

住環 境整 備 の重 要性 が高 ま って いる ．  

上記 の背 景 の中 ，作 業療 法（ 以 下， O T）は 業務 の 1 つと し

て 「 退 院 後 の 住 環 境 へ の 適 応 訓 練 」 が 厚 生 労 働 省 医 政 局 長 通

知で 定義 され 5 )，住 環境 整 備を 支援 する 役 割を 担っ てい る ．

また ，O T 白 書 で は「 物 理的 環境 の調 整・利 用 」が O T の目 的

の 1 つ とさ れ て いる 6 )． O T で 住 環境 整備 に 関与 する こと の

多い 回復 期 リハ ビリ テー シ ョン 病棟（ 以下 ，回復 期リ ハ病 棟 ）

では ，家 屋 調査 が入 院初 期 に 3 3 . 6 %， 退院 前に 9 8 . 0 %の 病院

で実 施さ れ てい る 7 )．し かし ，住 環境 整備 に 関し て機 関誌（ 現

在は 学術 誌）『 作 業療 法 』に 掲載 され た研 究 は，介護 保険 制 度

の開 始以 降 4 件 しか なく ，教育 8 )や各 疾患 別 対応 ，9 , 1 0 )，継続

性に 関す る 研究 1 1 )に留 まっ て いる ．『 作業 療 法 』以 外で は ，報

告書 の内 容 分析 1 2 )や 追跡 調査 1 3 , 1 4 )の 報告 があ り ，作 業療 法

士（ 以 下， O T R）が ク ライ アン ト（ 以 下， C L）に対 して 提 案

し た 住 環 境 整 備 内 容 は 調 査 さ れ て い る が ， 情 報 収 集 や 評 価 に

つい ては 不 明で あっ た ．  

この よう な 背景 を受 けて 著 者ら は，O T の住 環境 整備 にお け

る 情 報 収 集 と ， そ の 際 に 用 い る 記 録 用 紙 に 着 目 し 調 査 し て き
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た．ま ず，O T R の 行う 住環 境 整備 の業 務が「 訪問 調 査前 」，「訪

問調 査」，「 訪問 調査 後」，「 退院 後」の時 期 に分 けら れ，「訪 問

調査 前」 は 病院 内で 家族 か ら，「 訪問 調査 」 は O T R が C L 宅

で必 要な 情 報を 収集 して い るこ とを 明ら か にし た 1 5 )．O T R が，

他 職 種 と 共 用 で き 住 環 境 整 備 の 情 報 収 集 の 際 に 用 い る 記 録 用

紙を 求め て いる こと も明 ら かに した 1 6 )．そこ で ，O T R 以外 に

理学 療法 士（ 以 下 ，R P T）・医 療 ソー シャ ル ワー カー・看護 師

に対 象者 を 拡大 し ，記 録用 紙 に 関す る調 査 を実 施し た 1 7 )．そ

の 結 果 ， 家 族 が 記 入 す る 記 録 用 紙 と 訪 問 調 査 で 使 用 す る タ イ

プ の 2 種 類 の必 要性 が示 さ れた ．ま た， 実 際に 使用 され て い

る各 病院 の 記録 用紙 も分 析 し た 1 8 )． O T で は O T マニ ュア ル

に「 家屋 環 境チ ェッ クリ ス ト」が示 され て いる が 1 9 )，寸法 の

記録 のみ で 生活 の視 点が 含 まれ てお らず ，O T の 視点 を反 映 し

て い な い ． 使 用 し て い た 病 院 は 少 数 だ っ た ． 病 院 独 自 で 作 成

した 記録 用 紙 も ，家 屋状 況 の 記 入 項 目が 大 半を 占め てい た ．  

この よう な 背景 を踏 まえ て ，① O T R が必 要 な情 報 を踏 まえ ，

② 単 な る 家 屋 状 況 だ け で な く 利 用 者 の ニ ー ズ や 作 業 遂 行 に 着

目 し ， C L を 中 心 と し て 目 標 指 向 的 に 住 環 境 整 備 が で き ， ③

O T R か ら 他 職 種 に そ れ を 示 す こ と が で き る よ う な 記 録 用 紙

が必 要だ と 著者 らは 考え た ．以 上よ り，本 研究 では ，O T 領 域

か ら 発 信 す る 上 記 の よ う な 住 環 境 整 備 の た め の 記 録 用 紙 を 開

発す るこ と を目 的と した ．  

 

2． 本 研 究 に お ける 用 語 の 定 義  

1）「 住 環 境 整 備 」 の 定 義  

「 家 屋 内 の 環 境 お よ び 家 屋 か ら 道 路 ま で の 屋 外 の 環 境 に 関

す る 改 造 ・ 改 修 ・ 調 整 を 行 う こ と 」 と 定 義 し ， 介 護 保 険 制 度

にお ける 住 宅改 修を 含む も のと した ．  

2）「 訪 問 調 査 」 の 定 義  

「 C L 宅 を 訪れ，住環 境整 備 や福 祉用 具の た めの 調査 や評 価
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を行 うこ と 」と 定義 した ．  

3）「 記 録 用 紙 」 の 定 義  

「 住 環 境 整 備 に 必 要 な 情 報 を 記 入 す る た め の 病 棟 で 共 通 の

用 紙 」 と 定 義 し た ． ま た ， 記 録 用 紙 の 記 入 者 に よ っ て 「 家 族

用」，「セ ラ ピス ト用 」に 分 け， 以下 のよ う に定 義し た．  

「 家 族 用 」：入 院 早期（訪 問 調査 前）に C L 家 族 が 記入 する 記

録用 紙 ．使 用目 的 は住 環境 整 備や リハ ビリ テ ーシ ョン（ 以下 ，

リハ ）の た めに O T R や R P T（ 以 下 ，セ ラピ ス ト）が 家屋 状況

を知 るこ と とし た．  

「 セ ラ ピ ス ト 用 」：訪 問調 査時 に セ ラピ スト が 記入 する 記録 用

紙 ． 使 用 目 的 は 住 環 境 整 備 の 立 案 や リ ハ 等 の た め に ， セ ラ ピ

ス ト ら が 家 屋 状 況 や 訪 問 調 査 時 に 検 討 し た 内 容 を 記 録 す る こ

と， およ び 報告 書 と する こ とと した ．  

 

 

方 法  

 

本研 究は 3 段 階 に分 けて 実 施し た（ 図 1）．  

 

1． 第 一 段 階 ： 記入 項 目 の 検 討 と 試 作 版 作 成  

第 一 段 階 は ， 記 録 用 紙 に 記 載 す る 記 入 項 目 を 検 討 し ， 試 作

版の 作成 を 目的 とし た（ 調 査期 間： 2 0 11 年 5 月 11～ 7 月 3 1

日）．  

1） 対 象 者 ・ 方 法  

対 象 者 は 先 行 研 究 1 7 , 2 0 )で 本 調 査 へ の 協 力 が 得 ら れ て い た

O T R 6 4 名 ， R P T 3 7 名の 合 計 1 0 1 名と した ． R P T も対 象者 と

した のは ，先行 研 究 1 5 , 2 0 )から R P T も O T R と 同様 の 業務 を行

って いる こ とが 明ら かに な って おり ， R P T の視 点を 含め る こ

と で 臨 床 で の 実 用 性 向 上 を 目 的 と し た ． 調 査 方 法 は ア ン ケ ー

ト郵 送法 で 行っ た．  
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2） 調 査 内 容  

① 基 本 情 報 ， ② 「 家 族 用 」，「 セ ラ ピ ス ト 用 」 別 の 記 録 用 紙

に必 要と さ れる 項目 （以 下 ，記 入項 目） と した ．  

3） 分 析 方 法  

統計 解析 には I B M  S P S S  S t a t i c s  2 0 を用い た ． 研 究者 間の

見解 の一 致 等を 踏ま えて ， 操作 的に 回答 者 の 6 割以 上が 必 要

だと 回答 し たも のを 記録 用 紙の 記入 項目 と した ．「家 族用 」は

先行 研究 1 8 )を 参 考に 記入 項 目案 を示 し，その 中 か ら必 要な も

のを 選択 す る形 式で 回答 を 得た ．「セ ラピ ス ト用 」は「 とて も

必要（ 5 点）」か ら「 必要 な い（ 1 点）」の 5 段 階の リッ カー ト

法で 回答 を 得た ．ま た ，O T R と R P T の比 較 は有 意水 準 5 %で

M a n n - W h i t n e y の U 検定 を用 い た．  

4） 試 作 版 の 作 成  

第 一 段 階 で の 調 査 結 果 を 受 け て ， 記 録 用 紙 の 試 作 版 を 作 成

した ．  

 

2． 第 二 段 階 ： 用語 の 確 認 と 試 用 版 作 成  

第二 段階 は，試 作 版を 想定 記 入者（ C L 家族 を 想定 し た者 と

セラ ピス ト ）に 見 せ，記 入項 目の 用 語の 検討 を 目的 とし た（ 調

査期 間： 2 0 1 2 年 8 月 1 7 日～ 2 0 1 3 年 3 月 2 0 日）．  

1） 対 象 者 ・ 方 法  

① C L 家 族 を 想 定し た 者 へ の 調 査  

C L の子 供 世代 を 想定 した 2 0 歳 代 のグ ルー プ（ 5 名；以 下，

G 1）と ， C L の 配偶 者を 想 定し た 5 0～ 6 0 歳代 の グル ープ （ 4

名；以 下 ， G 2）の 2 つの グル ー プで ，そ れぞ れ 検討 会を 開 催

し， アン ケ ート の記 入 お よ び自 由討 論を 行 った ．  

② セ ラ ピ ス ト へ の 調 査  

セラ ピス ト 2 5 名 にア ンケ ー ト郵 送法 で調 査 した ．①② 共に

機縁 募集 し ，② は回 復期 リ ハ病 棟を 有 す 2 病院 ・老 人保 健 施

設 1 施設 で回 答 者を 募集 し た．  
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2） 調 査 内 容  

① 基 本 情 報 ， ② 記 入 項 目 の 意 味 の 理 解 ， ③ 全 体 に 対 す る 意

見と した ．  

3） 分 析 方 法  

集計 には I B M  S P S S  S t a t i c s  2 0 を 用い た． 上 記② は ， 評価

項目 のコ ン セン サス を確 認 して いる 先行 研究 2 1 , 2 2 )を 参考 に ，

7 5 %以 上 の 同 意 が 得 ら れ た 記 入 項 目 で は 妥 当 性 に 関 す る コ ン

セン サス が 得ら れた と判 断 した ．  

4） 試 用 版 の 作 成  

第 二 段 階 で の 調 査 結 果 を 受 け て 修 正 し ， 記 録 用 紙 の 試 用 版

を作 成し た ．  

 

3． 第 三 段 階 ： 臨床 で の 試 用 と 完 成 版 の 作 成  

第 三 段 階 は ， 試 用 版 を 臨 床 で 試 用 し ， そ の 改 善 点 の 意 見 を

基に 完成 版 を作 成す るこ と を目 的と した（ 調査 期間： 2 0 1 4 年

8 月 2 3 日～ 2 0 1 5 年 3 月 2 日）．  

1） 対 象 者 ・ 方 法  

対象 者は ， 記録 用紙 の想 定 使用 者 で あ る C L 家 族・ セラ ピ

ス ト と し た ． 2 病 院 に 試 用 を 依 頼 し ， 対 象 者 を 研 究 説 明 会 と

ポス ター で 募集 した ．C L 家 族に は「家 族用 」の 記 入 ，セ ラピ

ス ト は 記 録 用 紙 の 試 用 と グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー （ 以 下 ， G I）

を実 施し た．C L 家族 への イ ンタ ビュ ーは 未 実施 だが ，セ ラピ

スト への G I で C L 家族 の 試用 の 様子 も聴 取 した ．な お， G I

の前 には ，G I の 論 点 を整 理 する ため にア ン ケー トも 実施 し た． 

2） 調 査 内 容  

記録 用紙 の 改善 点 と した ．  

3） 分 析 方 法  

G I の録 音デ ータ・メモ 等は ， K J 法 2 3 )に 準じ た 手 法を 用い

た． なお ， G I の 録音 デー タ は， 逐語 録を 作 成し て用 いた ．  

4） 完 成 版 の 作 成  
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第三 段階 の 調査 結果 を踏 ま えて 修正 し，完 成版 を 作成 した ． 

 

4． 倫 理 的 配 慮  

平成 2 2・ 2 3・ 2 6 年度 首都 大 学 東京 荒川 キ ャン パス 研究 安

全倫 理委 員 会に よる 承認 を 受け て実 施し た（ 承認 番号 2 2 首 都

大荒 管第 3 6 7 号 ， 6 9 2 号 ， 2 3 首 都第 荒管 第 1 4 0 3 号 ， 2 6 首都

大荒 管第 3 0 8 号 )．  

 

 

結 果  

 

1． 第 一 段 階 ： 記入 項 目 の 検 討 と 試 作 版 作 成  

1） 基 本 情 報  

有効 回答 数は O T R 4 5 通，R P T 2 6 通の 合計 7 1 通，有効 回答

率は O T R・ R P T とも に 7 0 . 3 %だ った ．回答 者 ，お よび 回答 者

が勤 務す る 病院 ・病 棟の 基 本情 報を 表 1 に示 し た．  

2）「 家 族 用 」  

各記 入項 目 を必 要だ と回 答 した 者の 割合 が 6 割 以上 の記 入

項目 は 5 1 項目 中 3 0 項目 だっ た（表 2）．3 0 項 目 中 1 6 項目 は

寸 法 測 定 を 要 す る 記 入 項 目 で あ っ た ． 室 内 の 全 体 の 配 置 等 ，

家族 に写 真 を撮 って もら い たい 項目は 1 4 項 目 あ った ．ま た，

部 屋 の 位 置 関 係 や 配 置 等 ， 見 取 り 図 が あ れ ば わ か る 情 報 も 含

まれ てい た ．上 記の 全結 果 を O T R と R P T で 比較 した が， 有

意差 は認 め られ なか った ．  

3）「 セ ラ ピ ス ト 用 」  

「と ても 必 要」，「必 要」 と 回答 した 者の 割 合 が 6 割 以上 の

記入 項目 は 1 3 0 項目 中 11 4 項 目 あっ た（ 表 2）． 11 4 項目の 情

報収 集方 法 は「 調査 用紙 」の み で情 報を 入 手し たい 項目 が 6 1

項 目 で 最 多 で あ っ た が ， 写 真 や 見 取 り 図 等 ， 複 数 の 情 報 源 か

ら情 報を 得 たい との 回答 が 見ら れた ．O T R と R P T とを M a n n -
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W h i t n e y の U 検 定で 比較 し た結 果 ， 11 4 項 目中 4 項目 で有 意

差が 認め ら れた（ 図 2，p < 0 . 0 5）．4 項目 は階 段 の「壁 の状 態」，

寝 室 の 「 広 さ 」，「 有 効 開 口 幅 」，「 照 明 ス イ ッ チ 」 で あ っ た ．

階段 に関 す る記 入項 目は O T R に 比べ R P T で ， 寝 室（ 居室 ）

に関 する 記 入項 目は R P T に 比 べ O T R で ，必 要 度 が高 いこ と

が示 され た ．ま た，「セ ラ ピス ト 用 」は「 家族 用 」の記 入項 目

の大 半を 含 んで いた （表 2・下 線 部）．  

4） 試 作 版 の 作 成  

上記 を踏 ま えて 記録 用紙 の 試作 版を 作成 し た．「 家族 用」は

A 4 サイ ズ 両面 3 枚で 構成 し た．寸法 測定 の 要・不要，写 真か

ら得 る情 報 ，見 取り 図で わ かる 情報 の 4 つ の情 報が あり ， そ

れに 応じ て，1 枚 目は 寸法 測 定 が 不要 の 記 入 項目 を載 せた［簡

易情 報シ ー ト］， 2 枚目は 見 取り 図 を記 入す る［ 見 取り 図シ ー

ト］と 寸法 測定 を 要す る記 入 項目 を載 せた［ 寸法 測 定シ ート ］，

3 枚 目 は 見 取 り 図 の 記 入 例 と 写 真 の 撮 影 例 を 載 せ た ［ 写 真 依

頼シ ート ］とし た．「 セ ラピ ス ト 用」は部 屋 別に 記入 欄を 設 け

た ． 報 告 書 と し て の 使 用 を 想 定 し ， 訪 問 目 的 や 動 作 方 法 ， 住

環境 整備 案 の記 入 欄 も設 け た．  

 

2． 第 二 段 階 ： 用語 の 確 認 と 試 用 版 作 成  

1） C L 家 族 を 想定 し た 者 に よ る 検 討  

① 基 本 情 報  

対象 者は G 1 で 平 均 2 6 . 6 歳（ 男性 3 名・女性 2 名 ），G 2 で

平均 6 3 . 8 歳（男 性 2 名・女性 2 名）だ った ．いず れも ，自宅

にお ける 住 環境 整備 の経 験 はな かっ た．  

② 記 入 項 目 の 意 味 の 理 解  

浴 槽 の 埋 め 込 み 式 ・ 据 え 置 き 式 等 を 問 う 「 浴 槽 の 種 類

（ 5 5 . 6 %）」と「 上が り か ま ちの 高さ（ 3 3 . 3 %）」を除 きコ ン セ

ン サ ス が 得 ら れ た ． 両 記 入 項 目 は 「 図 が 欲 し い 」，「 説 明 が 必

要」 との 意 見が 出た ．  
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③ 全 体 に 対 す る 意 見  

「個 人情 報 保護 に関 する 記 載が 必要 」，「 A 3 サイ ズの 方が 見

やす い」，「 構成 を変 えた 方 が良 い」 との 意 見が 出た ．  

2） セ ラ ピ ス ト によ る 検 討  

① 基 本 情 報  

有効 回答 数 1 7 通（ O T R 11 名 ，R P T 6 名，有効 回 答率 6 8 . 0 %）

だっ た．セ ラピ ス トと して の 経験 年数 は平 均 6 . 0 年目（ 1～ 1 3

年目 ），病 院独 自 で作 成し た 記録 用紙 の使 用 者は 7 5 . 1 %だ った ． 

② 記 入 項 目 の 意 味 の 理 解  

「家 族用 」の［簡 易情 報シ ー ト］は「浴 槽の 種類（ 5 2 . 9 %）」

を 除 き ，［ 寸 法 測 定 シ ー ト ］ は 「 玄 関 扉 の 下 の 段 差 の 高 さ

（ 5 2 . 9 %）」を 除 きコ ンセ ン サス が得 られ た ．両 記 入項 目は「 ど

こ だ か よ く わ か ら な い 」，「 図 が あ る よ い 」 と の 意 見 が 挙 げ ら

れた ．「 セラ ピ ス ト用 」は 全 記入 項目 で「 わ かる 」が 7 5 %以 上

とな り， コ ンセ ンサ スが 得 られ た．  

③ 全 体 に 対 す る 意 見  

「家 族用 」は「 見 取り 図の 例 と記 入面 が 1 枚だ と よい 」，「量

が 多 く 家 族 の 負 担 に な る の で は な い か 」 と の 意 見 が 挙 げ ら れ

た．「 セ ラピ ス ト 用」は「 自由 に メ モを 取れ る スペ ース がほ し

い 」，「 写 真 を 貼 れ る ス ペ ー ス が ほ し い 」，「 訪 問 調 査 時 に す べ

て記 入す る のが 難し そう 」 との 意見 が挙 げ られ た．  

3） 試 用 版 の 作 成  

上記 を踏 ま えて 記録 用紙 の 試用 版を 作成 し た．「 家族 用 」は ，

コ ン セ ン サ ス が 得 ら れ な か っ た 記 入 項 目 に 説 明 と 図 を 追 加 し

た．ま た，構 成 は A 4 サ イズ 両面 から A 3 サイ ズに 変更 し ，シ

ート の順 番 も見 取り 図の 例 と記 入面 が 1 枚 に収 まる よう に 変

更 し た ． さ ら に 家 族 状 況 や 退 院 指 導 に 合 わ せ て セ ラ ピ ス ト が

使用 を判 断 でき るよ うに し た．「 セラ ピス ト 用」は，報告 書 を

見 据 え て 自 由 記 載 や 写 真 添 付 欄 の 希 望 が あ り ， 総 枚 数 を 変 更

せず 最大 限 にそ れら の欄 を 設け た．ま た，記 入量 に関 して は ，
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「 家 族 用 」 で 既 知 の 情 報 や 使 用 し な い 部 屋 は 除 外 す る 等 ， 記

入項 目の 除 外基 準を 説明 書 きで 追記 し対 処 した ．  

 

3． 第 三 段 階 ： 臨床 で の 試 用 と 完 成 版 の 作 成  

1） 基 本 情 報  

試用 した 2 病 院 は， 回復 期 リハ 病棟 （以 下 ， A 病院 ）と 総

合病 院（ 以 下， B 病 院 ）だ っ た ． A 病 院 は O T R 4 名 が試 用し

経験 年数 は 平均 6 . 3 年目 ，B 病 院 は O T R・ R P T 1 3 名が 試 用 し

経験 年数 は 平均 5 . 5 年目 だっ た（ 表 3）． A 病 院は 「家 族用 」

を独 自に 作 成し てい た．  

2） 記 録 用 紙 の 改善 点  

G I の結 果を K J 法に 準じ て 整理 した 結果 ，「家 族 用 」の 改善

点の 指摘 は 少な かっ たが ，「 セ ラ ピス ト用 」は C L に合 わせ て

必 要 な 項 目 が 視 覚 化 さ れ る こ と や 訪 問 調 査 時 に タ ブ レ ッ ト 等

でチ ェッ ク でき るよ うな 機 能が 改善 方法 と して 挙げ られ た ．  

3） 完 成 版 の 作 成  

完成 版の 一 部を 図 3，図 4 に示 し た．「セ ラ ピス ト 用」は C L

に 合 わ せ て 必 要 な 記 入 項 目 を 明 確 に す る た め に ， 目 標 を 出 発

点 と し て 家 屋 状 況 を 調 査 し ， 心 身 状 況 や 家 族 状 況 と 合 わ せ 日

常生 活活 動（ 以 下 ，A D L）や住 環 境 整備 案を 記 載可 能に した ．

ま た ， 記 録 用 紙 の 電 子 化 を 試 み 「 家 族 用 」 で 得 た 情 報 を 入 力

する と「 セラ ピ スト 用」に反 映 され るよ う にし ，C L に 必要 な

部 屋 を 印 刷 し て 訪 問 調 査 に 持 参 可 能 に し た ． さ ら に ， 報 告 書

を想 定し 個 々の 情報 を E x c e l に エク スポ ー ト可 能に した ．  

 

 

考 察  

 

1． 記 録 用 紙 の 開発 の 概 要  

本研 究で は，3 段 階を 通し て ，O T 発の 住環 境 整備 のた めの
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記 録 用 紙 の 開 発 を 試 み た ． 記 録 用 紙 は 「 家 族 用 」，「 セ ラ ピ ス

ト用 」に分 け ，前 者は［ 簡易 情 報シ ート ］，［見 取 り図 シー ト］，

［寸 法測 定 シー ト］，［写 真 依頼 シー ト］ の 4 シ ート を作 成 し

た ． 得 ら れ た 情 報 を パ ソ コ ン で 入 力 す る と 「 セ ラ ピ ス ト 用 」

に 反 映 さ れ る よ う に し た ． 後 者 は ［ 基 本 情 報 シ ー ト ］ と 部 屋

別の 1 0 シ ート で 構成 し ， C L ごと に必 要な 部 屋を 印刷 して 使

用 可 能 に し た ． 部 屋 別 の シ ー ト は 収 集 し た 情 報 と と も に 各 部

屋で 達成 し たい 作業 に関 す る目 標や A D L，住環 境整 備案 を 記

載可 能に し た． 以下 に， 各 段階 別に 考察 す る．  

第一 段階 で は，記 録用 紙に 必 要 な 記入 項目 を 明ら か に した ．

記 入 項 目 は 「 セ ラ ピ ス ト 用 」 が 「 家 族 用 」 を 包 含 し ， 既 存 の

記録 用紙 を 調査 した 先行 研 究と 同様 の結 果 であ った 1 7 )．従 っ

て ， 業 務 で 効 率 的 に 記 録 用 紙 を 使 用 す る に は ， 関 連 性 を 持 た

せる 必要 性 が示 唆さ れた ．「 家 族 用」の記 入 項目 は，先行 研 究

1 7 )と 同 様 に 家族 負 担を 軽 減 し 多 く の家 族 か ら 情 報 提供 し て も

ら う た め に 項 目 数 が 限 定 さ れ た こ と で ， 職 種 間 の 統 計 的 な 差

は認 めら れ なか った と考 え られ る．一方 ，「 セラ ピス ト用 」の

記 入項 目 は ， 先 行 研 究 1 7 )と 概ね 同 様で は あ っ た が ， O T R は

R P T に比 べ，「 寝 室（ 居室 ）」に 関 する 記入 項 目の 必要 度が 高

いこ とが 明 らか にな った ．住環 境整 備に お いて ， R P T が 自 身

の 専 門 領 域 を 起 居 動 作 ・ 移 乗 ・ 移 動 と 位 置 づ け て い る の に 対

し，O T R は セ ル フケ ア・手 段的 A D L・趣味・余暇 活動 とし て

いる との 報 告が あり 2 4 )，「 寝 室 （居 室）」は O T R の 専門 性を

発揮 しや す い部 屋で ある と 考え られ る．  

第 二 段 階 で は ， 想 定 使 用 者 に 用 語 を 確 認 し て も ら っ た ． そ

の 結 果 「 浴 槽 の 種 類 」，「 上 が り か ま ち の 高 さ 」，「 玄 関 扉 の 下

の 段 差 の 高 さ 」 に 修 正 を 要 し た ． ま た ， 個 人 情 報 保 護 に 関 し

ての 記載 や 使い 方の 説明 等 の必 要性 が示 唆 され た．  

第 三 段 階 で は 記 録 用 紙 を 試 用 し て も ら っ た ． そ の 結 果 ， 記

入 項 目 に 関 す る 改 善 点 の 指 摘 は な か っ た が ， 効 率 化 や 使 用 性
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の 観 点 か ら 電 子 化 と い う 意 見 が 挙 が っ た ． ま た ， 必 要 な 項 目

だけ を選 択 し ，C L に合 わせ て使 用 可 能に す ると いう 意見 も 挙

が っ た ． そ れ ら を 実 現 す る た め に は ， 住 環 境 整 備 の 目 標 を 明

確 に す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ， 作 業 に 関 す る 目 標 の 記 載

欄 を 設 け る こ と に し た ． ま た ， 他 職 種 と 目 標 を 共 有 す る 観 点

から も， 作 業に 関す る目 標 の記 載が 必要 だ と考 えら れた ．  

 

2． 記 録 用 紙 の 開発 の 意 義  

入 院 早 期 に 家 族 が 記 入 す る 「 家 族 用 」 は ， 標 準 化 や 日 本 作

業療 法士 協 会（ 以下 ，O T 協 会）で示 した フ ォー マッ トが 存 在

し な い ． そ れ ゆ え ， こ の 開 発 に は 新 規 性 が あ っ た と 考 え る ．

一 方 ， 訪 問 調 査 時 に セ ラ ピ ス ト が 記 入 す る 「 セ ラ ピ ス ト 用 」

は， すで に O T 協会 が「 家 屋環 境チ ェッ ク リス ト」 を示 し て

いる 1 8 )．し か し ，こ れは 寸 法の 記録 に留 ま り，家屋 状況 が 歩

行 能 力 に 適 合 で き る か が 主 眼 に 置 か れ て い る も の で ， 生 活 と

い う 視 点 に 乏 し い ． 今 回 開 発 し た 「 セ ラ ピ ス ト 用 」 は 生 活 を

支援 する O T の 視点 を反 映 した こと に意 義 があ ると 考え る ．

特に ，C L の 作 業 に着 目し た 目標 を出 発点 と して ，住環 境を 評

価 し ， 住 環 境 整 備 案 を 検 討 す る よ う な 形 式 に し た こ と は ， 在

宅 復 帰 や 安 全 性 の た め だ け に 住 環 境 整 備 を 用 い る の で は な く ，

目標 指向 的に C L 中心の O T を 遂行 する 上 で活 用で きる と 考

える ． O T 領 域以 外の R P T やケ ア マネ ジャ ー らと も住 環境 整

備 の 目 標 の 共 有 が 可 能 に な り ， 特 に 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の

中 で O T R か ら 住 ま い 方 を 提 案 す る た め の 手 段 と し て 活 用 で

き る と 考 え る ． ま た ， 訪 問 調 査 で の 調 査 内 容 を 調 べ た 先 行 研

究 は な く ， 独 自 の 記 録 用 紙 を 使 用 し て い る 病 院 に と っ て も 第

一 段 階 の 結 果 は ， 現 在 の 調 査 項 目 を 再 考 す る 一 手 段 に な る と

考え られ る．さ ら に，C L オリ ジ ナ ルの 記録 用 紙を 作成 でき る

よう に電 子 化し たこ とは ，業 務 の 効率 化に つ なが ると 考え る．

以上 より ，O T 発 の住 環境 整 備の ため の記 録 用紙 が開 発で き た
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と考 える ．  

 

3． 本 研 究 の 限 界・ 課 題  

本 研 究 は 記 録 用 紙 の 作 成 と 試 用 ま で だ っ た ． 記 録 用 紙 を 臨

床現 場で 使 用し ，C L 中 心の 住 環 境整 備の 可 否，ある いは ，電

子 化 に 伴 う 利 便 性 の 向 上 ， 住 環 境 整 備 の 効 果 の 有 無 等 を 検 証

して いく 必 要が ある と考 え る．  

 

 

結 論  

 

本研 究で は O T 領域 から 発 信す る住 環境 整 備の 記録 用紙 の

開発 を試 み た．家族 が入 院 早期 に記 入す る「家 族用 」に は 3 0

項 目 ， セ ラ ピ ス ト が 訪 問 調 査 時 に 使 用 す る 「 セ ラ ピ ス ト 用 」

は 11 4 項目 が 必 要と され ，そ れら を含 んだ 試 作版 を作 成し た．

試 作 版 か ら 用 語 を 修 正 し ， 試 用 版 を 作 成 し 臨 床 で 試 用 し た ．

本 研 究 で は ， 記 録 用 紙 の 試 用 に 留 ま り ， そ の 効 果 検 証 は 今 後

の 課 題 で あ る が ， 試 用 で は 臨 床 現 場 で の 本 記 録 用 紙 の 活 用 の

可能 性が 示 唆さ れた ．  

 

謝 辞 ：本 研究 に ご協 力頂 き まし た C L 家族 ・セ ラピ スト の 皆

様に 心よ り 感謝 申し 上げ ま す．  
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OTR RPT 全体 OTR RPT 全体 OTR RPT 全体

平均値 8.2 9.7 8.7 19.2 25.9 21.6 73.6 69.9 72.2

中央値 8 8 8 16 23 18 54 51 52

最小値 4 4 4 3 7 3 18 31 18

最大値 15 27 27 80 49 80 208 175 208

標準偏差 2.8 6.5 4.5 14.3 12.4 13.9 48.4 36.7 44.3

病床数（床）

表1　回答者及び回答者が勤務する病院・病棟の基本情報（n=71）

注2）「所属人数」は病院全体のOTRまたはRPT数

注3）「病床数」は回復期リハ病棟の病床数

注1）「経験年数」は，4年目以上のOTR・RPTを対象とした．OTR・RPTでは，経験年数4
年目から臨床実習指導者になることができるため，本研究では，OTまたはPT，および，
住環境整備の経験を十分に有していると予想される4年目以上に限定した．

所属人数（名）経験年数（年目）
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図 3 事 前 調 査 用 （ 完 成 版 ・【 簡 易 情 報 シ ー ト 】 の 一 部 ）  
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